　　記入日　　　　　年　　　月　　　日
	更新申請書


　1-1　有機JAS規格に基づく使用可能資材　更新申請書

	　　ふりがな
	

	１．申請者
　（事業社名）
	
	印

	　　ふりがな
	

	代表者名
	

	　　ふりがな
	

	所 在 地
	〒

	2．連絡担当者
　（部署名）
	

	　　ふりがな
	
	担当者　携帯電話番号

	担当者名
	
	

	所 在 地
	1．と同じ場合 省略可

	
	〒

	Tel
	

	　　　Fax
	

	Mail Address
	

	· 登録証の
送付先
（希望にﾁｪｯｸ）
	· 1．申請者所在地　　　□　2．連絡担当（1．と所在地が異なる場合）
· その他（名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　〒


※　申請内容に関する確認連絡や審査結果の通知はメール、FAX、郵送いずれかの方法にて行うことを　予定しておりますので、住所・FAX番号・Mail Addressを必ず記入ください。
1-2　更新、変更内容確認
	登録番号
	登録資材名
	更新の有無
	更新資材の変更の内容
	取り下げの理由
変更の詳細、理由など
	変更（予定）日

	
	
	
	1-1申請者の名称・所在地・　担当者等
	1-3、1-4　原材料に係る事項
	1-5　製造工程の変更
	その他
	
	

	JASOM－
	
	
	する ・
取り下げる
	有・無
	有・無
	有・無
	有・無
	
	

	JASOM－
	
	
	する ・

取り下げる
	有・無
	有・無
	有・無
	有・無
	
	

	JASOM－
	
	
	する ・

取り下げる
	有・無
	有・無
	有・無
	有・無
	
	

	JASOM－
	
	
	する ・

取り下げる
	有・無
	有・無
	有・無
	有・無
	
	


· 登録を取り下げる（更新しない）資材については、登録証と判定結果通知書をご返送ください
●講習会受講者についての確認
	指定講習会
　受講者　1
	姓　名
	
	受講年月日
	

	
	部署・役職
	
	修了証発行番号
	

	指定講習会
　受講者　2
	姓　名
	
	受講年月日
	

	
	部署・役職
	
	修了証発行番号
	

	指定講習会
　受講者　3
	姓　名
	
	受講年月日
	

	
	部署・役職
	
	修了証発行番号
	

	上記、修了者は現在も登録資材の製造・管理等を行う立場にあるか。ない場合、後継者の受講予定等。

	受講者１　　□　ある　　　□　ない　→　□ 後継者の受講予定あり　
受講者２　　□　ある　　　□　ない　→　□ 後継者の受講予定あり　
受講者３　　□　ある　　　□　ない　→　□ 後継者の受講予定あり　


1-3　更新資材
	資材の登録名
	

	その他名称
	※上記、登録証に記載する名称以外に、肥料登録している(正式)名称、愛称、略称等があれば


	貴社商品番号
	

	申請者の立場
	· 製造業者　　　□　販売業者　　　□　輸入業者

	製造業者
　　　名　称
　　　所在地
	※申請資材の製造業者・工場について正確な情報をご記入ください。（登録証などには掲載しません）

· 申請者と同じ
※ 申請者で工場所在地が異なる場合は、下記に記載。

※ 複数工場で製造されている場合は、全て記載してください。
· その他
　　　名称：

　　　所在地：

	資材の種類
	別表1．
	別表1
の項目名
	

	
	
	※肥料登録証や届出証がある場合は、複写を添付して下さい。

	
	
	□ 普通肥料

	
	
	肥料の種類
	
	登録番号
	

	
	
	□ 特殊肥料

	
	
	肥料の種類
	
	届出番号
	

	
	
	□ 土壌改良資材

	
	別表2．
	※農薬登録番号（特定独立行政法人農林水産消費安全技術センター発行）を明記して下さい。

	
	
	□ 登録農薬
	農薬の種類
	

	
	
	□ 特定農薬

	
	別表4．
	

	
	その他
	※育苗培土、紙マルチなど


	主な用途・使用目的（具体的に）
	

	原材料
※ 原料ごとに別紙「1-4　個別原材料規格書」に記入し添付してください
	No.1
	
	No.7
	

	
	2
	
	8
	

	
	3
	
	9
	

	
	4
	
	10
	

	
	5
	
	11
	

	
	6
	
	12
	

	成分含有量（％）
※成分分析データも提出してください
	※保証成分量あるいは必要な成分含有量（含C/N比）

	
	例) 窒素(N)
	○%
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	


1-4　個別原材料情報
※ 各原材料に1枚ずつ作成してください

	原材料名・No.
	No.
	
	原材料名
	

	入手先・方法
	

	原材料由来
	別表1．
	別表1の
項目名
	

	
	
	※原材料の肥料登録証や届出証がある場合は、複写を添付して下さい。

	
	
	□ 普通肥料
	肥料の種類
	
	登録番号
	

	
	
	□ 特殊肥料
	肥料の種類
	
	届出番号
	

	
	
	□ 土壌改良資材※ 普通肥料でも特殊肥料でもないもの
　（形状：　□ 粉状、 □ 粒状、 □ 液状、 □ 塊状　）

	組換DNA技術
	□　無し　　　　□　有り　　　　□　不分別（　　　　　　　　　　　　　　　）
　※ 原材料及び製造工程に組換えDNA技術が用いられていないことが確認できる書類を添付

	微生物の使用
	□　無し　　　
□　有り　⇒の場合、　微生物名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　この微生物は遺伝子組み換えされたものですか？
　　　　□ 遺伝子組み換えではない　　　□ 遺伝子組み換えである

	
	培地の組換DNA技術の利用

	
	□　無し　　⇒ 組換え原料、合成物質が使われていないことが確認できる書類を添付
□　有り　　⇒ 培地が最終製品（申請資材）に残るか
　　　　　　　　　□　残る　　　　□　残らない
　※「残らない」とは、最終製品への培地の移行がごくわずかな範囲にとどまり、当該製品の成分の含有量や効果に影響を及ぼさないことを意味する。（手順書P.15）

	酵素の使用
	□　無し　　　
□　有り

⇒の場合、　酵素名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　この酵素は遺伝子組み換えされたものですか？
　　　　□ 遺伝子組み換えではない　　　□ 遺伝子組み換えである

	
	組換DNA技術の利用

	
	□　無し　　⇒ 組換えDNA技術が用いられていないことが確認できる書類を添付
□　有り　　

	添加剤・助剤
	□　無し

□　有り ⇒ の場合、詳細（用途、目的、化学的に合成されたものか等）
※表示義務の有無、使用量の多少、最終製品への残存の有無等に関わらず、製造工程で使用する全ての物質についてお答えください。



1-5　製造工程
	※原材料の製造工程について記載が必要な範囲については、「有機農産物のJAS規格別表等資材の適合性判断基準及び個別手順書」をご確認下さい。
※各工程の名称だけではなく、設定条件、具体的方法、使用機器などできるだけ詳しく記載してください。

	別紙添付でも可

	コンタミネーション対策（上記 申請資材の製造工程の区分けについて）

	申請資材と同一の製造ラインにおいて、有機JAS規格使用可能資材以外の資材の製造の有無
□ 無し

□ 有り　⇒　□ 専用ライン　　□ 併用ライン
⇒　併用の場合、コンタミネーション対策方法を具体的に説明してください。

	申請書記載事項の保証期間

	原材料及び製造工程等に変更を生じないことが確実とされる期間を教えてください。
例）登録証発行後、次回更新時まで変更なし。　当該製品を製造する限り変更しない。　など
※いずれにしても、変更があった際には速やかに報告してください。
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